
書
儀
・
書
簡
よ
り
み
た
日
唐
古
代
官
僚
制
の
特
質古

奈

子

津

瀬

は
じ
め
に

近
年
、
敦
煙
書
儀
に
つ
い
て
の
研
究
が
、
中
国
の
周
一
良
氏
や
越
和
平
氏
、
呉
麗
娯
氏
、
日
本
の
丸
山
裕
美
子
氏
な
ど
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
敦
短
書
儀
は
大
き
く
、
「
朋
友
書
儀
」
「
士
口
凶
書
儀
」
「
表
状
筆
啓
書
儀
」
の
三
種

類
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
公
的
な
模
範
文
を
集
成
し
た
「
表
状
筆
啓
書
儀
」
と
「
吉
凶
書
儀
」
の
中
で
表
状
筆
啓
に
つ
い
て

記
し
た
部
分
を
取
り
上
げ
て
、
唐
令
と
の
関
係
か
ら
古
代
官
僚
制
に
お
い
て
果
た
し
て
い
た
機
能
を
考
察
し
、
さ
ら
に
中
国
を
手
本
と
し
て
成

立
し
た
日
本
古
代
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
日
唐
の
古
代
官
僚
制
の
相
違
点
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

、

『
唐
六
典
』

に
お
け
る
表
・
状
・
啓
の
規
定

表
、
状
、
啓
は
文
書
の
書
式
で
あ
る
が
、
『
唐
六
典
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

①
『
唐
六
典
』
巻
一
尚
書
都
省
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凡
下
之
所
以
遠
上
，
其
制
約
亦
有
六
，
日
:
表
、
状
、
接
、
一
皆
、
牒
、
辞
。
(
表
上
於
天
子
，
其
近
距
事
為
状
。
牒
、
啓
於
皇
太
子
，
然
於

其
長
亦
為
之
，
非
公
文
所
施
。
九
品
己
上
公
文
皆
目
牒
む
庶
入
言
日
辞
。
)

②
『
唐
六
典
」
巻
入
門
下
省
侍
中

凡
下
之
通
子
上
，
其
制
右
六
;
一
日
奏
抄
，

(
中
略
)
二
日
奏
弾
，

(
中
略
)
四
日
議
，

(
中
略
)

五
日
表
，
六
日

上
一
吉
「
臣
某
一
言
』
，

(
中
略
)
一
一
一
日
露
布
，

状
;
(
薬
品
独
断
:
「
凡
群
臣
上
書
通
於
天
子
者
四
品
:
一
一
宮
司
二
日
奏
，
三
日
表
，
西
日
駁
議
。
(
中
略
)
表
者
，

下
器
具
在
某
誠
憶
誠
恐
，
領
首
頓
首
，
死
罪
死
罪
い
，
左
方
下
附
日
吋
材
木
官
某
申
上
町
以
識
尚
敢
闘
過
者
母
。
(
中
略
)
其
表
文
尚
書
報
所
由

一
三
巴
奏
如
書
」
。
凡
章
、
表
以
啓
封
，
其
一
言
密
事
得
息
嚢
。

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
表
・
状
・
啓
は
、
下
か
ら
上
に
対
し
て
出
す
場
合
の
書
式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
表
は
宮
入
が
皇
帝

に
対
し
て
奉
ず
る
も
の
で
あ
り
、
近
臣
が
皇
帝
に
奉
ず
る
場
合
は
状
を
作
成
し
、
啓
は
官
入
が
皇
太
子
に
対
し
て
奉
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
「
皆
六
典
同
に
み
え
る
の
で
、
元
来
は
律
令
務
式
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
現

在
、
表
・
状
・
憾
の
書
式
が
、
結
令
の
公
式
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
中
村
裕
一
氏
は
、
、
水
徽
東
宮
諸

舟
職
員
令
、
窟
六
典
、
岩
律
や
実
例
に
基
づ
い
て
、
表
式
、
状
式
、
啓
式
の
規
定
も
あ
っ
た
と
懇
定
さ
れ
て
い
る
が
右
唐
代
官
文
書
の
研
究
」

『
窟
代
公
文
書
研
究
』
)
、
「
唐
令
拾
遺
補
』
で
は
具
体
的
な
書
式
の
復
原
は
困
難
と
し
て
、
復
原
を
省
略
し
て
い
る
G

中
村
氏
は
唐
代
文
人
の
別
集
や
『
文
苑
英
華
』
な
ど
の
編
纂
物
、
敦
迫
文
書
・
吐
魯
番
文
書
か
ら
、
表
・
状
・
喜
な
ど
の
実
例
を
収
集
さ
れ

て
い
る
が
、
掛
綿
々
な
レ
ベ
ル
の
文
書
を
含
ん
で
お
り
、
そ
こ
か
ら
表
・
状
・
聾
の
統
一
的
な
書
式
を
導
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
の
公
式
令
奏
事
式
条
の
「
穴
記
」
に
は
、
「
問
、
表
発
造
様
倒
。
答
、
一
小
見
。
表
奏
・
上
表
・
上
啓
等
之
式
、
宜
抜
書
儀
之
礼
耳
」
と
あ

っ
て
、
平
安
時
代
の
明
法
家
は
、
表
奏
・
上
表
・
上
啓
な
ど
に
つ
い
て
は
書
儀
の

に
致
、
っ
と

っ
て
お
り
、
逆
に

こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
公
式
令
に
は
規
定
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
表
・
状
・
啓
に
つ
い
て
は
、
書
儀
を
み
る
と
様
々
な
文
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
す
る

と
、
表
・
状
・
啓
な
ど
の
官
人
(
庶
人
を
含
む
こ
と
も
あ
る
)
が
個
人
で
皇
帝
や
皇
太
子
、
も
し
く
は
官
庁
に
対
し
て
出
す
文
書
に
つ
い
て
は
、

公
式
令
に
は
書
式
の
規
定
が
な
く
、
書
儀
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
表
・
状
・
啓
の
実
態
と
書
儀
の
関
係

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
、
唐
令
に
み
え
る
表

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
令
の
公
式
令
に
は
表
・
状
・
啓
の
書
式
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
表
に

関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
表
を
奉
ず
る
か
に
つ
い
て
、
唐
令
の
中
に
規
定
が
み
え
る
。
ま
ず
、
「
上
表
」
す
る
場
合
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
の
が
、
選
挙
令
一
四
条
(
以
下
『
唐
令
拾
遺
』
の
条
文
番
号
に
よ
る
)
と
公
式
令
四
O
条
で
あ
る
。
選
挙
令
一
四
条
は
、
職
事
官
が
年
七
十

以
上
に
な
っ
た
場
合
、
致
仕
を
聴
す
と
い
う
も
の
で
、
五
品
以
上
は
上
表
し
、
六
品
以
下
は
省
に
申
し
て
奏
聞
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
公

式
令
四
O
条
は
、
諸
辞
訴
に
お
い
て
判
決
に
伏
さ
な
い
場
合
に
は
、
上
級
官
司
へ
と
上
訴
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
上
表
せ
よ
と
あ
る
。
こ
れ

ら
は
官
人
個
人
が
個
人
的
な
事
情
で
皇
帝
へ
上
表
す
る
場
合
で
あ
る
。

な
お
、
儀
制
令
一
条
に
は
皇
帝
の
称
号
の
使
い
分
け
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
対
敬
照
尺
、
上
表
」
に
際
し
て
は
、
「
陛
下
」
と
称
せ
よ
と

あ
る
。
同
三
条
に
は
、
皇
太
子
以
下
の
皇
帝
以
下
に
対
す
る
自
称
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
百
官
及
東
宮
官
、
於
皇
太
子
、
皆
称
殿
下
。

(
上
啓
・
表
同
)
」
と
み
え
る
。
こ
こ
に
み
え
る
上
表
・
上
啓
も
皇
帝
・
皇
太
子
に
直
接
提
出
す
る
場
合
で
あ
る
。

ま
た
、
「
上
表
」
で
は
な
く
、
「
表
」
を
奉
ず
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
規
定
が
あ
る
。

③
儀
制
令
四
条

諸
車
駕
巡
幸
及
還
京
、
百
官
辞
迎
、
皆
於
城
門
外
。
留
守
宮
内
者
、
在
殿
門
外
。
行
従
官
毎
日
起
居
口
両
京
文
武
職
事
五
品
己
上
、
三
日
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二
本
表
起
府
。

ニ
百
車
内
刺
史
朝
見
。
(
後
略
〉

④
儀
制
令
八
条

皇
帝
践
幹
、
及
加
一
克
服
、
皇
太
后
加
号
、
皇
后
・
皇
太
子
立
、
及
赦
、
一
冗
日
、
制
約
史
若
京
官
五
品
以
上
在
外
者
、
並
奉
表
疏
賀
。
州
遣
使
、

余
前
表
。
皆
札
部
整
比
、
送
中
書
糠
奏
之
。

⑤
議
制
令
二
一
条

諸
持
瑞
応
見
、
若
麟
・
鳳
・
亀
・
龍
之
類
、
依
国
書
合
大
瑞
者
、
総
即
表
表
。
其
表
唯
一
吉
瑞
物
色
目
及
出
処
、
不
得
荷
隊
出
川
舗
。
告
嬬
頒

下
後
、
百
官
表
賀
。
諸
端
並
申
所
司
、
元
日
以
関
む
(
後
略
)

儀
制
令
四
条
で
は
、
皇
帝
が
行
幸
し
て
い
る
持
に
は
、
行
徒
官
は
毎
日
皇
官
の
起
居
を
間
い
、
両
京
の
文
武
職
事
官
五
品
以
上
は
三
日
に
一

回
、
表
を
奉
と
て
皇
帝
の
起
居
を
問
え
と
あ
る
。
同
八
条
で
は
、
皇
帝
が
践
一
昨
及
び
元
服
し
た
場
合
、
皇
太
后
が
加
号
し
た
場
合
、
皇
后
・
皇

太
子
が
立
っ
た
場
合
、
及
び
赦
や
元
自
に
は
、
制
約
史
と
京
官
五
品
以
上
の
在
外
者
は
、
表
を
奉
じ
て
賀
を
述
べ
よ
と
み
え
る
。
ま
た
、
同
一
二

条
に
は
、
祥
端
が
大
瑞
で
あ
っ
た
場
合
に
辻
即
ち
表
奏
し
、
一
期
に
告
し
た
後
、
百
官
は
表
賀
せ
よ
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
条
文
に
み
え
る
表
を
奉
ず
る
場
合
は
、
官
人
個
人
の
事
情
に
よ
る
場
合
で
は
な
く
、
自
主
一
常
の
行
幸
や
践
酢
、
一
苅
服
の
時
、
ま
た
は

皇
帝
が
行
、
っ
紋
や
元
日
、
祥
瑞
の
儀
礼
の
際
に
、
臣
下
が
息
帝
に
対
し
て
表
を
奉
じ
て
起
居
を
問
う
た
り
、
加
買
を
表
し
た
り
す
る
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
儀
制
令
毘
・
八
・
二
一
条
の
規
定
の
復
原
根
拠
と
し
て
、
『
唐
令
拾
遺
』
で
は
「
大
唐
開
元
札
』
巻
三
序
例
下
雑
剥
が
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
実
際
『
開
一
冗
礼
」
の
中
に
は
、
皇
者
巡
狩
(
吉
札
、
巻
五
十
六

1
六
十
二
)
、
皇
帝
一
克
服
(
嘉
札
、
巻
九
十
一
・
二
)
、
立
皇
活
(
嘉
礼
、

巻
一
百
五
)
、
立
皇
太
子
(
嘉
札
、
巻
一
百
六
・
七
)
、
赦
(
嘉
礼
、
巻
一
百
二
十
九
・
一
二
十
)
、
元
日
(
嘉
札
、
巻
九
十
五

1
九
十
八
)
の
儀

礼
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
皇
帝
に
対
す
る
奉
去
は
、
礼
的
秩
序
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
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三
、
唐
代
の
書
儀
に
み
え
る
表
・
状
・
啓

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
令
に
は
官
人
個
人
が
皇
帝
へ
上
表
す
る
場
合
、
奉
表
す
る
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
表
・

状
'
一
啓
の
書
式
に
つ
い
て
は
公
式
令
に
規
定
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
官
人
(
庶
人
を
含
む
場
合
も
あ
る
)
は
実
際
に
表
・

状
・
啓
を
書
く
時
、
何
を
参
考
に
し
て
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
参
考
書
に
あ
た
る
の
が
、
書
儀
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
近
年
、
敦
埠
書
儀
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
周
一
良
氏
、
趨
和
平
氏
、
旦
ハ
麗
娯
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。
書
儀
は
、
大
き
く
「
朋
友
書
儀
」
「
吉
凶
書
儀
」
「
表
状
筆
啓
書
儀
」
に
わ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
「
朋
友
書
儀
」
が
最
も
早
期
か
ら
出
現
し
た
書
儀
で
、
「
月
儀
」
と
も
称
さ
れ
、
月
ご
と
や
季
節
ご
と
の
挨
拶
状
の
文

例
集
で
あ
る
。
「
吉
凶
書
儀
」
は
書
札
礼
を
記
し
た
も
の
で
、
総
合
的
な
書
儀
で
あ
る
。
開
一
克
・
天
宝
期
の
代
表
的
な
書
儀
と
し
て
は
、
杜
有

晋
撰
『
吉
凶
書
儀
』
『
新
定
書
儀
鏡
』
が
あ
る
。
安
史
の
乱
以
降
、
衰
退
し
た
唐
帝
国
が
威
信
を
復
興
し
中
央
集
権
化
を
め
ざ
し
た
貞
元
・
元

和
期
に
は
、
札
制
も
再
興
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
吉
凶
書
儀
」
の
集
大
成
と
み
な
さ
れ
る
の
が
、
鄭
余
慶
撰
『
大
唐
新
定
吉

凶
書
儀
』
で
あ
る
。
公
的
文
書
の
文
例
集
で
あ
る
「
表
状
筆
啓
書
儀
」
は
、
敦
慢
に
お
い
て
は
唐
末
・
五
代
の
時
期
に
し
ば
し
ば
編
纂
さ
れ
た
。

呉
麗
娯
氏
は
、
「
吉
凶
書
儀
」
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
、
唐
初
か
ら
開
元
・
天
宝
期
に
お
い
て
は
、
吉
凶
書
儀
の
内
容
は
、
家
族
内
に
お

い
て
や
り
と
り
さ
れ
る
婚
礼
・
葬
喪
や
節
慶
な
ど
に
関
す
る
書
状
が
主
体
で
、
朝
廷
に
対
す
る
表
啓
や
礼
儀
を
反
映
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

そ
れ
が
唐
代
後
半
期
に
な
る
と
、
公
的
な
文
書
の
模
範
文
で
あ
る
四
海
書
儀
や
表
状
筆
啓
書
儀
が
出
現
し
て
次
第
に
増
加
し
て
い
く
。
こ
の
場

合
の
公
的
文
書
と
は
必
ず
し
も
朝
廷
に
対
す
る
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
権
力
を
確
立
し
て
い
く
節
度
使
を
中
心
と
し
た
地
方
的
な
政
治
・
社
会

関
係
に
お
い
て
や
り
と
り
さ
れ
る
文
書
を
さ
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
「
表
状
筆
啓
書
儀
」
ま
た
は
「
吉
凶
書
儀
」
の
中
で
表
状
筆
啓
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
に
お
け
る
表
・
状
・
啓
は
ど
の
よ
う
な
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も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
口
ま
ず
、
一
河
野
の
表
に
つ
い
て
み
て
い

れ
る
鄭
余
慶
撰
『
大
唐
新
定
吉
凶
書
犠
」
に
は
、
「
諸
急
牒
表
第
五
」
の
中
に
以
下
の
文
書
が
み
え
る
。

⑥
鄭
余
慶
撰
「
大
座
制
新
定
吉
凶
書
儀
」
諸
急
賎
表
第
五

賀
正
表
賀
正
表
，

E
ム
乙
〔
ユ
一
日
〕
，
元
正
啓
〔
一
昨
〕
，
万
物
惟
新
。
伏
椎
皇
帝
陛
下
，
贋
札
納
祐
，
」
』
寸
天
同
休
，

誠
宜
円
頓
々
苦
々
。

う
。
「
吉
凶
番
儀
」
の
集
大
成
と
さ

整
基
不
宣
。
ム
乙
誠
(
歓
)

距
離
守
(
藩
〉
鎮
!
不
獲
随
例
称
濠
閥
(
寵
)
，
無
任
(
懇
)
(
情
)
塀
営
之
至
。
謹
奉
表
陳
袈
以
問
。
ム
乙
誠
(
歓
)
誠
喜
，
頓
々
首
々
謹
一
一
国

某
年
某
月
日
某
道
節
度
(
観
)
察
使
勲
在
姓
名
。

「
開
一
冗
礼
」
に
よ
る
と
、
一
河
呂
朝
賀
に
お
い
て
諸
州
科
史
の
奉
じ
た
表
が
皇
帝
へ
献
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
前
述
の
史
料
④
議
制

令
八
条
に
も
「
(
前
略
)
一
冗
目
、
刺
史
若
京
官
五
品
以
上
在
外
者
、
並
奉
表
疏
賀
」
と
あ
る
。
⑥
は
時
代
が
下
っ
て
い
る
た
め
、
刺
史
で
誌
な

く
節
度
穫
に
な
っ
て
い
る
が
、
『
開
一
瓦
礼
』
や
儀
制
約
令
の
規
定
に
基
づ
い
た
奉
表
の
書
式
と
言
え
る
む

と
こ
ろ
が
、
鄭
余
慶
撰
「
大
清
新
定
古
凶
書
儀
』
に
は
、
皇
帝
に
対
す
る
賀
正
表
以
外
の
賀
正
冬
啓
が
出
現
す
る
。

⑦
鄭
八
漁
獲
撰
門
大
唐
新
定
古
凶
番
儀
」
寮
属
起
賠
第
六

賀
正
冬
啓
某
啓
元
正
啓
(
一
昨
)
，
一
万
物
惟
新
c

冬
至
一
五
阿
佐
運
推
移
，

唐
詩
納
祐
，
(
整
)
無
不
宜
9

某
乙
限
以
卑
守
，
不
獲
随
倒
拝
袈
，

某
月
日
具
官
禽
姓
名
啓
。

自
南
長
一
市
中
c

伏

佐

官

位

下
情
無
在
憧
種
。
謹
奉
啓
不
官
一
c

謹
啓

⑧
鄭
余
慶
撰
「
大
唐
新
定
吉
凶
書
儀
』
典
史
起
居
啓
第
七

賀
正
冬
啓
某
乙
啓
，
一
克
正
啓
(
一
肺
)
，
万
物
惟
新
。
冬
山
士
一
五
日
骨
連
誰
移
，

(
役
)
有
線
，
不
獲
随
例
拝
賀
，
下
情
無
任
戦
懐
口
不
買
，
謹
啓

某
月
日
〔
某
〕
(
犠
)
姓
名
啓
c

日
南
長
至
。
伏
唯

官
位
費
時
納
祐
，
整
無
不
宜
。
某
乙
卑
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具
官
街
姓
名
啓
封
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
節
度
使
配
下
の
属
官
か
ら
節

⑦
の
「
寮
属
起
居
第
六
」
の
場
合
、
封
啓
様
に
「
謹
謹
上
官
位
閣
下

度
使
に
対
し
て
上
申
さ
れ
る
賀
正
冬
啓
で
あ
る
と
一
吉
う
こ
と
が
で
き
る
。
⑧
の
「
典
史
起
居
啓
第
七
」
の
場
合
は
、
さ
ら
に
下
僚
の
官
職
の
者

か
ら
上
官
へ
出
さ
れ
る
賀
正
冬
啓
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
唐
代
前
半
期
に
は
皇
帝
に
対
す
る
賀
正
表
だ
け
が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
が
、
貞
元
・
元
和
期
に
な
る
と
、
節
度
使
配
下
に
お

い
て
、
節
度
使
に
対
す
る
賀
正
啓
、
上
官
に
対
す
る
賀
正
啓
が
重
層
的
に
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
呉
一
麗
娯
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
節

度
使
権
力
の
確
立
、
独
立
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
唐
末
の
張
放
撰
『
新
集
吉
凶
書
儀
』
に
な
る
と
、
皇
帝
に
対
す
る
表
は
消
滅
し
て
し
ま

う
。
た
だ
し
、
日
本
に
お
い
て
も
元
来
天
皇
が
行
っ
て
い
た
儀
式
が
、
時
代
が
下
る
と
貴
族
も
行
う
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
唐
代

に
お
い
て
も
奉
表
が
臣
下
に
ま
で
広
が
り
、
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
臣
下
の
聞
に
お
い
て
は
、
表
と
い
う
書

式
で
は
な
く
、
状
・
啓
の
書
式
が
使
用
さ
れ
た
。
啓
は
律
令
制
に
お
い
て
は
官
人
個
人
が
皇
太
子
に
対
し
て
奉
ず
る
文
書
で
あ
っ
た
が
、
唐
代

後
半
期
の
書
儀
に
お
い
て
は
臣
下
の
聞
に
お
い
て
上
申
さ
れ
る
文
書
の
書
式
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
究
明
す
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
唐
の
書
儀
に
お
い
て
表
・
状
・
啓
が
出
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
唐
代
後
半
期
の
表
状
筆
啓
書
儀
で
あ
る

『
記
室
備
要
」
φ

」
牛
品
、

l
l
 

「
冊
徽
号
、
南
郊
、
冊
太
后
、
冊
皇
太
子
、
賀
赦
、
賀
破
賊
、
(
以
下
略
)
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
唐
代
後
半
期
に
至
っ
て
も
「
開
元
礼
』

制
令
に
お
け
る
規
定
が
原
則
的
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

や
儀

四
、
日
本
令
に
お
け
る
表
の
規
定
と
実
態

そ
れ
で
は
一
方
日
本
に
お
い
て
は
、
唐
令
の
規
定
と
書
儀
は
ど
の
よ
う
に
継
受
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
日
本
令
に
お
け
る
上
表
・
奉

表
の
規
定
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
上
表
に
つ
い
て
の
唐
・
選
挙
令
一
四
条
は
、
日
本
・
選
叙
令
幻
官
人
致
仕
条
(
大
宝
令
も
ほ
ぼ
同
文
)
に
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ほ
と
ん
ど
同
文
で
継
受
さ
れ
て
い
る
。
唐
・
公
式
令
四

O
条
と
日
本
・
公
式
令
日
訴
訟
条
と
で
は
、
訴
訟
の
や
り
方
に
違
い
は
あ
る
が
、
訴
訟

の
過
程
で
「
上
表
」
す
る
段
階
が
あ
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
唐
令
で
奉
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
唐
・
儀
制
令
四
・
八
・
二
一
条
に
つ
い
て
は
、
日
本
・
儀
制
令
の
規
定
に
お
い
て
は
大

き
な
違
い
が
み
え
る
の
で
あ
る
。

⑨
日
本
・
儀
制
令
4
車
駕
巡
幸
条
(
大
宝
令
に
も
本
条
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
)

凡
車
駕
巡
幸
及
還
、
百
官
五
位
以
上
辞
迎
。
留
守
者
、
不
在
辞
迎
之
限
。
若
不
経
宿
者
、
不
用
此
令
。

⑩
日
本
・
儀
制
令
8
祥
瑞
条
(
大
宝
令
も
ほ
ぼ
同
文
)

凡
祥
瑞
応
見
、
若
麟
鳳
亀
龍
之
類
、
依
図
書
合
大
瑞
者
、
随
即
表
奏
。
(
其
表
唯
顕
瑞
物
色
目
及
出
処
所
、
不
得
有
陳
虚
飾
、
徒
事
浮
詞
)
。

上
瑞
以
下
、
並
申
所
司
、
一
克
日
以
問
。
(
後
略
)

こ
の
よ
う
に
、
唐
・
儀
制
令
四
条
に
該
当
す
る
日
本
・
儀
制
令
4
条
、
唐
・
儀
制
令
一
二
条
に
該
当
す
る
日
本
・
儀
制
令
8
条
に
は
、
「
奉
表
」

の
規
定
は
な
い
。
唐
・
儀
制
令
四
条
の
皇
帝
が
行
幸
し
て
い
る
際
に
百
官
が
立
場
に
よ
っ
て
起
居
す
る
と
い
う
規
定
そ
の
も
の
が
日
本
令
に
は

み
え
な
い
。
唐
・
儀
制
令
二
一
条
の
祥
瑞
に
つ
い
て
も
、
大
瑞
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
「
告
廟
頒
下
後
、
百
官
表
賀
」
す
る
と
い
う
規
定
が
、

日
本
令
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
唐
・
儀
制
令
八
条
の
皇
帝
践
一
昨
以
下
の
際
、
「
刺
史
若
京
官
五
品
以
上
在
外
者
、
並
奉
表
疏
賀
」
と
い
う
規
定
に
至
っ
て
は
、
日
本

令
に
は
ま
っ
た
く
継
受
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
官
人
個
人
の
事
情
に
よ
っ
て
天
皇
へ
上
表
す
る
こ
と
は
継
受
さ
れ
た
が
、
唐
・
儀
制
令
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
礼
に

規
定
さ
れ
た
皇
帝
へ
の
奉
表
は
継
受
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
上
表
が
継
受
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
文
字
の
浸

透
度
が
低
い
と
か
、
文
書
作
成
能
力
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
単
純
な
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
令
制
定
時
に
お
い
て
は
、
礼
的
秩
序
の
継
受
が
欠
如
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
礼
の
本
格
的
継
受
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は
、
養
老
の
遣
唐
使
以
降
と
言
わ
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
は
唐
風
化
が
進
み
、
礼
の
受
容
も
行
わ
れ
た
。

唐
礼
を
参
考
に
し
て
儀
式
書
も
編
纂
さ
れ
、
た
と
え
ば
元
日
朝
賀
の
儀
式
も
唐
風
に
再
編
さ
れ
た
が
、
刺
史
に
よ
る
奉
表
に
つ
い
て
は
導
入
さ

れ
て
い
な
い
口

こ
の
よ
う
に
日
本
令
で
唐
・
儀
制
令
に
お
け
る
奉
表
を
継
受
し
な
か
っ
た
の
は
、
単
な
る
文
字
文
化
や
礼
受
容
の
遅
れ
が
原
因
だ
っ
た
と
は

思
え
な
い
D

唐
に
お
け
る
皇
帝
と
官
人
の
関
係
と
、
日
本
に
お
け
る
天
皇
と
官
人
の
関
係
と
に
は
何
か
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
、
っ
か
。

唐
・
儀
制
令
四
条
に
お
い
て
は
皇
帝
が
行
幸
し
て
い
る
場
合
に
両
京
に
残
っ
て
い
る
文
武
職
事
五
品
以
上
の
官
人
が
奉
表
し
て
皇
帝
の
起
居

を
問
う
の
で
あ
り
、
八
条
に
お
い
て
は
皇
帝
践
昨
以
下
の
儀
礼
に
際
し
て
諸
州
刺
史
や
在
外
の
京
官
五
品
以
上
が
奉
表
し
て
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
る
の
で
あ
る
。
二
一
条
で
は
大
瑞
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
百
官
が
皇
帝
の
徳
を
讃
え
る
表
を
奉
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
四
条
・
八
条

の
場
合
は
、
皇
帝
の
身
辺
に
は
伺
候
し
て
い
な
い
上
級
官
人
ら
が
、
特
別
に
皇
帝
に
対
し
て
奉
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
帝
に
対
す
る
忠
誠

を
確
認
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一
一
条
の
大
瑞
発
見
の
場
合
は
、
百
官
が
皇
帝
の
徳
を
讃
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

や
は
り
皇
帝
と
の
関

係
を
確
認
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

日
本
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
官
人
が
天
皇
の
起
居
を
問
う
た
り
、
特
別
に
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
り
、
天
皇
の
徳
を
讃
美
す
る
こ
と
は
義
務

づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
朝
廷
に
お
い
て
は
天
皇
と
官
人
と
の
関
係
、
特
に
天
皇
と
五
位
以
上
官
人
と
の
関

係
が
、
唐
の
よ
う
な
確
認
を
必
要
と
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

即
ち
、
唐
に
お
い
て
は
貴
族
勢
力
は
皇
帝
と
は
異
な
る
独
自
の
存
続
基
盤
を
有
し
て
お
り
、
皇
帝
と
官
人
(
特
に
五
品
以
上
の
官
人
)
は
緊

張
関
係
に
あ
る
た
め
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
そ
の
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
日
本
に
お
け
る
天
皇
と
官
人
(
特
に
五
位
以
上
の
貴

族
官
人
)
と
の
関
係
は
そ
の
よ
う
な
確
認
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
言
い
か
え
れ
ば
、
日
本

の
天
皇
と
官
人
(
特
に
五
位
以
上
の
官
人
)
と
は
一
体
化
し
て
支
配
層
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
個
々
の
官
人
が
天
皇
に
対
し
て
起
居
や
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祝
い
や
讃
美
の
言
葉
を
述
べ
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
統
治
権
的
な
支
配
と
人
格
的
な
支
配
と
い
う
支
配
シ
ス
テ
ム
の
二
つ
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
唐
の
場
合
、
統
治
権
的
支
配
シ
ス
テ
ム

と
し
て
は
官
僚
制
が
確
立
し
て
お
り
、
奉
表
は
人
格
的
支
配
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

述
べ
た
よ
う
に
(
『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
)
、
奈
良
時
代
ま
で
は
、
官
僚
制
の
未
熟
な
面
を
天
皇
の
官
人
た
ち
に
対
す
る
人
格
的
支
配
に
よ

っ
て
補
完
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
際
の
人
格
的
支
配
と
は
、
天
皇
の
身
に
つ
け
た
衣
服
を
与
え
た
り
、
官
一
命
の
よ
う
に
言
霊
を
媒
介
と
し

た
呪
術
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
呪
術
的
段
階
の
人
格
的
支
配
関
係
に
お
い
て
は
、
奉
表
の
よ
う
な
合
理
的
な
制
度
は
相
必
定
で
き

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
日
本
で
も
官
僚
制
が
確
立
す
る
平
安
初
期
に
な
る
と
、
唐
風
文
化
の
盛
行
と
も
相
侯
っ
て
、
奉
表
の
一
部

が
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
の
場
合
、
拙
稿
で

お
わ
り
に

敦
柏
室
田
儀
を
み
て
い
く
と
、
「
朋
友
書
儀
」
は
友
人
同
士
の
ヨ
コ
の
関
係
に
お
け
る
書
状
の
文
例
集
と
考
え
ら
れ
る
。

に
は
、
宗
族
内
に
お
け
る
書
状
の
や
り
と
り
と
、
朝
廷
(
皇
帝
)
に
対
す
る
表
、
節
度
使
成
立
以
降
の
地
方
社
会
に
お
け
る
上
下
関
係
な
ど
タ

一
方
、
「
吉
凶
書
儀
」

テ
の
関
係
に
お
け
る
書
状
の
や
り
と
り
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
地
方
社
会
に
お
け
る
上
下
関
係
を
主
と
し
て
編
纂

さ
れ
た
の
が
「
表
状
筆
啓
書
儀
」

で
あ
ろ
う
。

唐
に
お
い
て
書
儀
が
盛
ん
に
作
成
さ
れ
る
の
は
、
唐
代
後
半
期
で
あ
る
が
、
タ
テ
の
関
係
の
書
状
に
つ
い
て
の
書
式
、
文
例
を
集
成
す
る
契

機
と
な
っ
た
の
は
、
唐
代
前
半
期
に
お
け
る
表
の
盛
行
で
あ
ろ
う
。
表
に
つ
い
て
は
礼
や
令
に
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
が
表
作
成
の
根
拠
と
な
っ

た。
日
本
に
お
い
て
奈
良
時
代
に
唐
の
書
儀
が
将
来
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
独
自
の
書
儀
が
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
別
稿
で
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述
べ
た
よ
う
に
社
会
的
な
ヨ
コ
の
関
係
が
未
成
立
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
は
日
本
に
は
上
表
の
制
度
は
受
容

さ
れ
た
が
、
奉
表
の
制
度
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
表
を
中
心
と
し
た
官
人
個
人
が
天
皇
へ
奉
ず
る
文
書
の
作
成
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

参
考
文
献
超
和
平
『
敦
健
写
本
書
儀
研
究
」
新
文
豊
出
版
公
司
、

年
周
一
良
・
越
和
平
『
唐
五
代
書
儀
研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

一
九
九
五
年

超
和
平
『
敦
憧
表
状
筆
啓
書
儀
輯
校
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
七
年
呉
麗
娯
『
唐
礼
掠
遺

1
中
古
書
儀
研
究

1
』
商
務
印
書
館
(
北

京
)
、
二

O
O
二
年

丸
山
裕
美
子
「
書
儀
の
受
容
に
つ
い
て

1
正
倉
院
文
書
に
み
る

「
書
儀
の
世
界
」

1
」
『
正
倉
院
丈
書
研
究
」
四
号
、
一
九
九
六
年

早
川
庄
八
「
公
式
令
文
書
と
文
書
木
簡
」
『
日
本
古
代
の
文
書
と

典
籍
」
古
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
初
発
表
は
一
九
八
五
年

古
瀬
奈
津
子
「
従
書
儀
・
書
簡
看
唐
目
的
家
内
秩
序
輿
社
会
秩
序
」

(
「
東
亜
伝
統
家
庭
教
育
輿
家
内
秩
序
」
国
際
検
討
会
、
台
湾
大
学
東

亜
文
明
研
究
中
心
、
二

O
O
五
年
四
月
二
九
日
に
お
け
る
報
告
、

刊
行
予
定
)

古
瀬
奈
津
子
「
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
古
川
弘
文
館
、

八
年仁
井
田
陸
編
「
唐
令
拾
遺
』
東
方
文
化
学
院
、

京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
復
刊
)

仁
井
田
陸
著
・
池
田
温
編
集
代
表
「
唐
令
拾
遺
補
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
九
七
年

井
上
光
貞
他
校
注
『
律
令
』
(
日
本
思
想
大
系
)
岩
波
書
庖
、

九
七
六
年

中
村
裕
一

中
村
裕
一

一
九
九
三

一
九
九
三
年
(
東

「
唐
代
官
文
書
研
究
」
中
文
出
版
社
、
一
九
九
一
年

「
唐
代
公
文
書
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年

〈
付
記
〉
本
報
告
は
、
二

O
O
五
年
六
月
二
七
日
に
、
夏
旦
大
学
建

校
一

O
O
周
年
醤
一
夏
旦
大
学
歴
史
学
系
成
立
八

O
周
年
「
社
会
転
型

与
多
一
五
文
化
」
国
際
学
術
研
討
会
に
お
い
て
口
頭
報
告
し
た
も
の
の

要
旨
で
あ
る
。
詳
し
い
論
文
は
中
国
で
刊
行
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

科
学
研
究
費
補
助
金
「
日
本
古
代
に
お
け
る
書
状
の
社
会
的
機
能
に

関
す
る
研
究
」
(
平
成
十
五
年
度
1
十
八
年
度
)
の
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

一
九
九
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